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CSVデータの活用方法

データ集計方法について

STEP2

絞り込んだデータを関数を使用して数値を算出する

STEP1

ダウンロードしたデータからフィルター機能を使用してデータを絞り込む
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STEP1 ダウンロードしたデータからフィルター機能を使用してデータを絞り込む

データ集計方法について

フィルター機能を使用してデータを絞り込む
※フィルター機能の設定・使用方法については6ページをご確認ください

例：「在籍年目」項目の「1年目」のみのユーザを絞り込むように設定

フィルターの絞り込みは複数併用可能です。したがって、上記の状態から
追加で「コース名」を絞り込むことが可能です。

（例えば、「1年目」で「〇〇」のコースを受講したユーザのみを絞り込むことができます）

ダウンロードしたデータにフィルター機能を設
定する

例：CSVデータ内の一覧表にフィルター機能を設定

フィルターの設定方法については、次のページをご確認ください

※上記の画面は Microsoft 365 Excel を使用しております
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STEP2 絞り込んだデータを関数を使用して数値を算出する

データ集計方法について

フィルター機能で絞り込んだ表の集計したい項
目の下側に関数を入力する

例：合計学習時間にSIM関数を使用する

関数についての詳しい使用方法は、インターネット等でご確認ください

関数入力後エンターキーを押すと数値が表示さ
れる

例：SIM関数入力後エンターキーを押すと、範囲内の数値合計が表示される

エラー表示になる場合は、関数入力が誤りに誤りがある可能性があります
入力内容をご確認ください

※上記の画面は Microsoft 365 Excel を使用しております
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※フィルター機能設定・使用方法

データ集計方法について

STEP2

「▼」ボタンを押し、絞り込みたい項目のみチェックを入れて完了ボタ
ンを押すと、選択したデータのみ表示される

「在籍年目」項目の「1年目」項目のみチェックを入れると
上記の画像の様に1年目のユーザデータのみ表示されます

絞り込み前 絞り込み後

STEP1

フィルター機能を設置したい項目名のセルを一度クリック後、
「Ctrl」・「Shift」のキーを押しつつ「L」ボタンを押すと
表の項目名にフィルター機能が表示される

上記の画像の様に「▼」ボタンが表示されます

表示前 表示後

※「フィルター機能を解除したい場合は、再度「Ctrl」・「Shift」のキーを押しながら「L」ボタンをクリックすると解除されます。これは、全絞り込みを解除したい場合などにおすすめです
※フィルター機能を残してデータを保存したい場合は、Excelデータで保存してください。CSVデータのままでは編集内容が保存されません

※上記の画面は Microsoft 365 Excel を使用しております
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